
教科・科目 【英語科・英語論理表現Ⅰ】 
単位数 ： ２単位 

履修年次： １年次 

目標 
「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」を中心とした統合的な言語活動を通して，コミュニ

ケーションを図るために必要な発信能力を育成するとともに，論理の構成や展開を考察することで，情報や考

えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。 

教材 
Vision Quest  English Logic and Expression I  Standard（啓林館） 

教科書準拠ワークブック（啓林館） 

学習方法 
単元ごとに文法力や語彙力を増やし、表現力を広げていくことを意識しながら受講すること。そのためには、

毎回の予習（宿題を含める）・復習を確実に実行し、理解していくことが大切です。また、小テストや発表、ワ

ークシートや各課題への取り組み内容も評価の対象になるので、真剣に学習に励むこと。 

 

●［評価規準・評価方法・めざす資質と能力］ 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評価規準 〇外国語の学習を通じて，言語の働き

や役割などを理解し，外国語の音声，語

彙・表現，文法の知識を身に付けてい

る。 

〇外国語の音声，語彙・表現，文法を，

４技能（聞くこと，読むこと，話すこと，

書くこと）において実際のコミュニケ

ーションの場面で運用できる技能を身

に付けている。 

〇場面・目的・状況等に応じて，幅広い話

題について，情報や考えなどの概要・詳

細・意図を外国語で的確に理解したり適

切に表現したりしている。 

〇外国語で聞いたり読んだりしたことな

どを活用して，場面・目的・状況等に応じ

て，幅広い話題について外国語を話した

り書いたりして，情報や考えなどの概要・

詳細・意図を適切に伝え合っている。 

〇外国語を聞いたり読んだりして，情

報や考えなどを的確に理解している。 

〇外国語の学習を通じて，言語やその

背景にある文化を尊重し，自律的・主

体的に外国語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

〇他者を尊重し，聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら，外国語で

聞いたり読んだりしたことを活用し

て，自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

評価方法 定期考査・実力テスト・小テスト 定期考査・実力テスト・小テスト・発表 授業に臨む姿勢・ワークブック・ワー

クシート・その他の自主的な取り組み 
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●［学習計画］ 

学期 月 学習内容 評価方法 

前期 4月～ 

5月 

Lesson1 

話題 紹介：初対面で行われる自然な会話や学校の習慣を紹介する表現を学ぶ。 

文法 文の種類     機能 応答する／理由を述べる 

Lesson2 

話題 学校生活：学校の文化祭に参加する留学生との会話を通して，学校生活で行

われる生徒同士のやり取りの表現を学ぶ。 

文法 文型と動詞    機能 賛成・反対する／聞き直す 

第１回定期考査、小テスト、課題提出 

6月～ 

8月 

Lesson3 

話題 旅行・観光：旅行の計画や予定を尋ねたり伝えたりする表現を学ぶ。 

文法 時制      機能 激励する・励ます／計画する・予定する 

Lesson4 

話題 趣味・関心：趣味や関心のあることについて，その経験を尋ねたり，伝え合った

りする表現を学ぶ。 

文法 完了形    機能 経験を尋ねる／初めての経験を述べる 

第２回定期考査、小テスト、課題提出、

発表 

9月 Lesson5 

話題 将来・進路：将来や進路について，自分の意見や考えを伝えたり，相手に尋ね

たりする表現を学ぶ。     

文法 助動詞    機能 許可を求める・依頼する／義務・必要を表す／回想する・自省する 

Lesson6 

話題 日常生活：日常生活で発話される生徒同士の自然な会話の流れを学び，自分

の感情や物事を詳細に表現することができる。 

文法 受動態    機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表す 

小テスト、課題提出 

後期 10月～ 

11月 

Lesson7 

話題 交流・交際：誕生日会を舞台に繰り広げられる友人同士の自然な会話のやり

取りから，感情を表す様々な表現を学ぶ。 

文法 不定詞    機能 感謝する／謝罪する／弁解する 

Lesson8 

話題 スポーツ・健康：スポーツチームについて発話される会話からチームに誘った

り，見学を勧めたりする表現を学ぶ。 

文法 動名詞    機能 誘う・申し出る／推薦する 

Lesson9 

話題 メディア・コミュニケーション：留学生とのやり取りから，メディアを通じたコミュニ

ケーションについて意見を述べたり，情報を加えて詳しく説明する会話を学ぶ。 

文法 分詞     機能 描写する／判断の根拠を述べる 

第３回定期考査、小テスト、課題提出 

12月～ 

2月 

Lesson10 

話題 文化・異文化理解：日本や他国の文化や習わしについて話されるやり取りか

ら，日本特有の言葉や文化，また異文化について紹介したり，その違いについて

述べる会話表現を学ぶ。 

文法 関係詞     機能 定義する／言い換える／経緯を説明する 

Lesson11 

話題 国際問題：フェアトレード（公正取引）について話される会話から，物事を提案し

たり，相手の発言を称賛する仕方を学ぶ。 

文法 比較      機能 提案する／称賛する 

第４回定期考査、小テスト、課題提出、

発表 

3月 Lesson12 

話題 社会問題：日本の社会問題について話されるやり取りから，自分の意見や考

えを伝えたり，相手の助言を求める会話を学ぶ。 

文法 仮定法     機能 助言を求める・助言する／願望を表す 

小テスト、課題提出 

 



●［評価基準］ 

 (考査以外) 

の評価割

合 

定期考査 

の評価割

合 

定期考査 

の評価割

合 

３観点別評価

点小計評価達

成率 

評価達成率 学期末・年度末の 

観点別学習状況

の評価 

学期末・年度末

の評定 

知識・技能 10 

35 35 

α＝0～45 ①＝（α/45）×100 Ａ ～ Ｃ 
 

 

 
思考力・判断

力・表現力 
10 β＝0～45 ②＝（β/45）×100 Ａ ～ Ｃ 

主体的に学

習に取り組

む態度 

10   γ＝0～10 
③＝（γ/10）×100 Ａ ～ Ｃ 

３観点別評

価 換 算 点 

小計 

30 35 35 0～100 
④＝（①＋②＋③）/3  

５～１ 

 

評価の内容 評価 

「十分満足できる」状況と判断されたもの Ａ 

「おおむね満足できる」状況と判断されたもの Ｂ 

「努力を要する」状況と判断されたもの Ｃ 

 

評定の内容 評定 

「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と判断されたもの ５ 

「十分満足できる」状況と判断されたもの ４ 

「おおむね満足できる」状況と判断されたもの ３ 

「努力を要する」状況と判断されたもの ２ 

「努力を要すると判断されたもののうち、特に程度が低い」状況と判断されたもの １ 

 


